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　 高度経済成長期からバブル経済期に造成さ
れたいわゆるニュータウン地域は約半世紀経年

しました。住民は一斉に高齢化し、運転免許証

返納者、移動困難者が増加しています。一方、

公共交通は担い手不足で大幅減便となり、生活

者は移動が侭ならなくなっています。そこで、

車いすユーザーの乗降、介助容易な居住性など

備えた新しいUDモビリティを考案しました。
産官学民協働による実証実験のプロセスを紹介

しながら移動困難者の社会活動を容易にし、誰

もが共栄できる地域のあり方を提言します。

内容紹介

誰もが共栄できる地域のあり方を

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/book_l
ist/detail/9784764961203/

ユニバーサルデザインモビリティの展望

誰もが移動できる社会へ
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